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要旨

ESP (English for Special Purposes :特殊な目的のための英語)を学ぶ学生のための英文

読解力向上には,英文読解ストラテジー(語嚢,統語,意味,文読解ストラテジー)が身に

付くような教材を提供することが有効である.看護研究を目指す学生の英文読解力を向上さ

せるための効果的な教材を作成するには,どのような配慮が必要なのかを英文読解ストラテ

ジーの観点から検討した.看護学生の立場に立って検討すると,特に語桑ストラテジーの学

習に困難をきたしていることがうかがえた.そこで,学生の読解力を向上させるうえで,ま

ず語嚢ストラテジーの問題を解決することが重要だと考えた.本研究では,看護に関する文

献を看護学生に読んでもらい,意味の不明な単語を抽出してもらうことで,よく用いられる

単語や専門用語を検討して,学生の英文読解力向上に有効な教材や指導方法を検討した.

Ⅰ.目的

英文を読解する際に　Bottom-up strategy (意味の関連やテキストの構造に焦点をあてる

読解)とTop-downstrategy(内容と形式のスキーマを使用する読解)を用いることが有効であ

るとされている. Bottom-up strategyでは　The meaning -basedstrategy^意味の関連に焦

点をあてる読解)とThe structure-based strategy (テキスト構造の構成に焦点をあてる読

解)が中心となる.また, Top-down strategyでは,内容と形式のスキーマを使用する読解

を行うためには,学習者が持つ世界の知識とテキスト構造の知識を使用することが中心とな

る.ところが, Top-down処理を適切に使用できずBottom-upにたよりすぎる学習者は,

Top-down処理の欠如,あるいは2つの処理のバランスが崩れていて,そのことが未熟なし2

(第2言語)読解力に,双方向過程(熟達したL1 (第1言語)読解力が行う読解術)を行

わせないという(CarreU,1988).したがって,学習者が英文読解力を向上させるためには,
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読解ストラテジーの学習(The meaning -based strategy!意味の関連に焦点をあてる読解)の

学習　The structure-based strategy!テキスト構造の構成に焦点をあてる読解)の学習,

Top-down strategy (学習者が持つ世界の知識内容と形式のスキーマを使用する読解) )に加

えてInteractive reading conception (双方向読解概念)を身につけることが必要となる.

ところで　The meaning -based strategyの学習の意義は,単語のもつ意味の重要性

(Bever,1970),文法は意味を抽出するに必要な項目だけに限るべき(Rivers,1981),日本の

英語教育では,自己の読解力の不如意の原因については,ほとんどの者が語嚢の不足,複雑

な長い文,の2点を指摘する(天満, 1989)などにおいて述べられている.  .

以上のことを踏まえ,本研究では,看護学生の英文読解能力向上のために必要な能力を視

野に入れながら,特に,看護に関する文献にある語嚢について,学習者の語嚢能力を分析し

教材開発の方向性を検討する.したがって,本研究の目的は,看護論文における意味不明な

語のリストアップと高頻度から低頻度の単語を順に配列し提示することにより,小規模な

LSPコーパス(Language for Specific Purposes Corpus一特殊な目的のための言語資料)を

独自に作成する.そのデータベースを英文読解力向上のための教材開発の一助とすることで

ある.

Ⅱ.方法

1　被験者　　看護学生52名

2　使用文献　Home care versus institutionalization :　family caregiving and senile

brain disease,総語数4,490　総文数　244

3　調査方法　学習者は60分間で,まだ学習していない看護に関する1つの論文(4,490語)

を読み,意味の不明な語,あるいは文脈から意味を類推できない語を抽出す

る.

4　分析方法　抽出された意味の不明な語の人数の多い順に並べて分析の対象とする.

Ⅲ.結果

次ページに被験者が意味不明と答えた単語上位24を示す(紙面の都合上).*は看護の文

献に頻出すると思われる語を示す.

Ⅳ.考察

語嚢ストラテジーの観点から,意味が不明であるとして抽出された語に注目する. irreversibleは

「～に反して」という意味で用いられる接頭辞のin　が　rの前でirとなる. reversibleは日本語でもそ

の意味がよく知られている形容詞であるので,語嚢ストラテジーとしては,接頭語の学習によって不

明語の意味が推測できる.また, multidimensionalは, multi-「多数の」を意味する連結形であり,

dimensionは「局面」という意味の名詞, -alは「名詞に付けて, ～の性質の,という意味の形容詞を

作る接尾辞」であることを,語嚢ストラテジーとして身に付けていると学習者は,意味を類推すること

が可能である。
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順位 英単語 人数

1
irre Ve rsib e 5 0

sen ie * 5 0

2 stagge ring 4 6

3

bu rde n 4 4

determ ine 4 4

in stitutio n alizatio n* 4 4

inv estigator 4 4

m utu ality 4 4

spo u se* 4 4

Ve rba 4 4

4

fu nctio n 4 3

into erab e 4 3

rang e 4 3

5
co gn itive 4 2

co n seq ue nc e 4 2

6
d em o graph ic 4 1

gero nto lo gic al* 4 1

7 c ogn itiV eーy 4 0

8

alte rnative(s) 3 9

d epth 3 9

im p lication s 3 9

in stitution alized * 3 9

lite rature 3 9

m an age 3 9

pro lo ngatio n 3 9

9
cru c ial 3 8

gath er 3 8

10

d ignity * 3 6

in stitution * 3 6

trem e nd o us 3 6

l l

o bse rv atio n 3 5

q ualitativ e 3 5

so clo 3 5

12

ab ility 3 4

ad eq uate 3 4

c ircu m stan ce s 3 4

d istributio n 3 4

im p aire d* 3 4

pe rce ptio n(s) 3 4

pre dictio n(s) 3 4

13

detrim e ntal* 3 3

m o difie d 3 3

ratio 3 3

strategies 3 3

Van m ax 3 3

14 ailing* 3 2
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順位 英単語 人数

16

aphasia* 30

coded 30

methodology 30

Participant 30

17

Coefficient(s) 29

questionnaire 29

reciprocating. 29

reliability 29

resilience* 29

18

decine 28

demented* 28

determined 28

identi月cation 28

relating 28

reeVant 28

19

achieved 27

approval 27

comprehend 27

gratification* 27

gratification 27

im pairment* 27

instrum ents 27

overwhelming 27

reinforced 27

significance 27

statistics 27

20

array 26

assigned 26

attempt 26

caregiVer(s)* 26

chronically* 26

frequent 26

minimal 26

protocol 26

statistical 26

21

assuming 25

behavior(s)* 25

emerged 25

socio-economic 25

22

adaptation 24

correlating 24

desirabe* 24

Overwhelmed 24

rewards 24

23 despite 23

household* 23
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a ssum e d 32

c o din g 3 2

ev aluating 3 2

im m e nse 32

m u tid im e nsion a 3 2

m ultip lied 32

m u ltip lie d 3 2

n ote w o rth y 32

p erm issio n 3 2

so cio dem p grap hic 3 2

15

an aly sis 3 1

c on struct 3 1

sig nifica nt 3 1

to lerate 3 1

tran scrib e d 3 1

m od erate * 2 3

param ete r 2 3

perc e ive d 2 3

sen sory* 2 3

te stify 2 3

te stify 2 3

urba n 2 3

V erb aHy 2 3

24

a djuste d 2 2

ind ividu al 2 2

jeo pa rdy* 2 2

m ulti 2 2

su m m e d 2 2

次に*を付記した比較的看護の文献に頻出すると思われる語について述べる.これらの語で,

senile, spouse, gerontological, institutionalization, ailing, dignity, impared, aphasia,

などの語は,上記の語嚢ストラテジー以外に看護に関する文献で頻出する語として学習しておかな

ければならないものである。看護の文献を専門として数多く読んでいると,おのずと身についてくるこ

とが予測されるが,事前に学習しておくことが語嚢ストラテジーを発揮する上で有効であると考える。

Ⅴ.結語

本研究の調査結果から,看護研究を行う学生の英文読解力向上に有効なストラテジーは,

最初の段階として,語彙ストラテジーを学習できる教材開発と指導方法が必要であることが

推測される.英単語の語源や,接頭辞,語幹,接尾辞などの基本的な要素を学ぶことは,不

明な語を少ない知識から類推でききる力を身に付けることになる.また,専門の文献で頻出

する英単語については,前出の資料などからしPSコーパスを作成して,より専門性の高い英

単語を身に付けさせることが有効であると思われる.今後の課題としては,英文読解ストラ

テジーの他の要素をも指導できる教材と指導方法を開発することにより,看護学生の英文読

解力向上に有効なシラバスを開発することである.
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